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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 2月 6日 (2004.2.6)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 ス ト ー カ 式 焼 却 炉 用 燃 焼 装 置
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
火 格 子 と そ れ を 支 持 す る 可 動 フ レ ー ム と 固 定 フ レ ー ム 及 び そ れ に 連 結 す る ウ イ ン ド ボ ッ ク
ス を 備 え た ス ト ー 力 式 焼 却 炉 に お い て 、 前 記 火 格 子 と 可 動 フ レ ー ム と 固 定 フ レ ー ム と ウ イ
ン ド ボ ッ ク ス と を 中 空 構 造 と し 、 該 ウ イ ン ド ボ ッ ク ス と ノ ズ ル を 介 し て 火 格 子 下 側 に 冷 却
気 体 を 導 入 す る 気 体 流 路 を 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る ス ト ー 力 式 焼 却 炉 用 燃 焼 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 導 入 す る 冷 却 気 体 は 、 一 次 燃 焼 空 気 の 少 な く と も 一 部 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ の ス ト ー 力 式 焼 却 炉 用 燃 焼 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の ス ト ー カ 式 焼 却 炉 用 燃 焼 装 置 に お い て 、 中 空 構 造 を 有 す る 火 格 子 及
び ス ク レ ー パ の 内 面 側 に 、 又 は 火 格 子 単 独 構 造 の 場 合 は 、 火 格 子 下 面 に 補 強 リ ブ 兼 用 の 放
熱 用 フ イ ン で 冷 却 気 体 が 通 る 流 路 溝 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る ス ト ー カ 式 焼 却 炉 用 燃 焼
装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ノ ズ ル は 、 前 記 流 路 溝 の 全 て 又 は 一 部 に 配 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の ス ト
ー カ 式 焼 却 炉 用 燃 焼 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ノ ズ ル は 、 個 々 の ノ ズ ル 径 を ア ダ プ タ に よ り 容 易 に 調 整 が 可 能 な 構 造 と し た こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の ス ト ー カ 式 焼 却 炉 用 燃 焼 装 置 。
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【 請 求 項 ６ 】
前 記 ノ ズ ル よ り 吐 出 し た 冷 却 気 体 は 、 前 記 流 路 溝 を 流 れ た 後 、 火 格 子 と ス ク レ ー パ の 間 隙
又 は 火 格 子 相 互 の 間 隙 よ り 炉 内 に 開 放 さ せ る 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 、 ４ 又
は ５ 記 載 の ス ト ー カ 式 焼 却 炉 用 燃 焼 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 ノ ズ ル は 、 前 記 流 路 溝 内 の 全 て 又 は 一 部 に 配 列 さ れ て お り 、 火 格 子 列 が 広 が ろ う と し
た 場 合 、 広 が り を ノ ズ ル の 機 械 的 拘 束 に よ り 抑 制 す る よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ３ ～ ６ の い ず れ か １ 項 記 載 の ス ト ー カ 式 焼 却 炉 用 燃 焼 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ス ト ー カ 式 焼 却 炉 に 係 り 、 ス ト ー カ の 高 温 部 分 に 冷 却 気 体 を よ り 集 中 的 に 導 入
し て 冷 却 す る 高 温 焼 却 を 行 う ス ト ー カ 式 焼 却 炉 用 燃 焼 装 置 に 関 す る 。
本 発 明 は 、 高 温 焼 却 を 対 象 と す る 横 列 往 復 ス ト ー カ 式 燃 焼 装 置 に お い て 、 火 格 子 冷 却 機 構
を 備 え た ス ト ー カ フ レ ー ム と 火 格 子 に 好 ま し く 利 用 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 上 記 従 来 技 術 に 鑑 み 、 ダ イ オ キ シ ン の 発 生 抑 制 と 分 解 に よ る 量 の 低 減 及 び 高 効
率 熱 回 収 を 目 的 と し て 、 高 温 で の 運 転 に 対 応 で き る 簡 単 な 火 格 子 の 冷 却 構 造 を 有 す る 高 温
焼 却 可 能 な ス ト ー カ 式 焼 却 炉 用 燃 焼 装 置 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。 特 に 従 来 に
く ら べ て 著 し く 冷 却 効 果 の 高 い 冷 却 構 造 を 有 す る 燃 焼 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 前 記 ノ ズ ル は 、 冷 却 気 体 吐 出 流 速 を 約 ８ ～ ２ ０ ｍ ／ ｓ に 設 定 す る た め 、 又 は 火 格 子
の 温 度 分 布 を 考 慮 し た 冷 却 気 体 量 の 分 配 調 整 を す る た め に 、 個 々 の ノ ズ ル 径 を ア ダ プ タ に
よ り 容 易 に 調 整 が 可 能 な 構 造 と す る こ と が で き る 。
ま た 、 前 記 ノ ズ ル よ り 吐 出 し た 冷 却 気 体 は 、 前 記 流 路 溝 を 流 れ た 後 、 火 格 子 と ス ク レ ー パ
の 間 隙 又 は 、 火 格 子 相 互 の 間 隙 よ り 炉 内 に 開 放 さ せ る 構 成 と す る こ と が で き 、 前 記 ノ ズ ル
は 、 前 記 流 路 溝 内 の 全 て 又 は 一 部 に 配 列 さ れ て お り 、 火 格 子 列 が 広 が ろ う と し た 場 合 、 広
が り を ノ ズ ル の 機 械 的 拘 束 に よ り 抑 制 す る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。
さ ら に 、 本 発 明 で は 、
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火 格 子 と そ れ を 支 持 す る 可 動 フ レ ー ム と 固 定 フ レ ー ム 及 び そ れ に 連 結 す る ウ イ ン ド ボ ッ ク
ス を 備 え た ス ト ー 力 式 焼 却 炉 用 燃 焼 方 法 に お い て 、 前 記 火 格 子 と 可 動 フ レ ー ム と 固 定 フ レ
ー ム と ウ イ ン ド ボ ッ ク ス と を 中 空 構 造 と し 、 該 ウ イ ン ド ボ ッ ク ス と ノ ズ ル を 介 し て 火 格 子
下 側 に 冷 却 気 体 を 導 入 し て 火 格 子 を 冷 却 す る こ と を 特 徴 と す る ス ト ー 力 式 焼 却 炉 用 燃 焼 方
法 。
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結 す る ウ イ ン ド ボ ッ ク ス を 備 え た ス ト ー 力 式 焼 却 炉 用 燃 焼 方 法 に お い て 、 前 記 火 格 子 と 可
動 フ レ ー ム と 固 定 フ レ ー ム と ウ イ ン ド ボ ッ ク ス と を 中 空 構 造 と し 、 該 ウ イ ン ド ボ ッ ク ス と
ノ ズ ル を 介 し て 火 格 子 下 側 に 冷 却 気 体 を 導 入 し て 火 格 子 を 冷 却 す る こ と を 特 徴 と す る ス ト
ー 力 式 焼 却 炉 用 燃 焼 方 法 と し た も の で あ る 。
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